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　予測地点の気温や路面状況等をオンライン化し，気象庁や気象協会の既設のシステムを活
用し，また，富山県の降積雪情報の降雪量予測を利用し，前記の「路面温度および凍結予測
手法の開発」で得られた予測式や方法などをソフト化することによって，最低路温（表面）・
凍結・圧雪の予測システムを作ることができた。
　平成3年度の冬季には，これらの予測を試行したところ，予測が可能であることを確める
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5．路面圧雪予測モデルとシステム化
　前章において，圧雪の予測を行うには降雪強度，最低路温（表面）および車両数の予測が
必要であることが分かった。
　降雪強度については，富山県が冬季の事業として行っている「富山県降積雪情報」の降雪
量予測を利用することが可能である。
　また，車両数の予測は困難なので，月曜から金曜までの平日と，土・日・祝日の車両数の
多い日とで層別化して調査を行なったので，この図4（・），（b）を路面圧雪予測モデルとして利
用することにする。
　なお，最低路温（表面）の予測は，前記の「路面温度および凍結予測手法の開発」の中の
最低路温（表面）の予測式によって，その予測ソフトを作ることが可能である。
　このソフトに入力する予測因子を収集するには，気象庁および気象協会のいろいろなシス
テムを利用する必要があり，なお，現地の気温や路面状況等についてはオンライン化する必
要がある。
　このようにして，図5に示すように最低路温（表面）・凍結・圧雪予測のシステムを作るこ
とが可能である。
　図5の上部にある気象庁や気象協会等のシステムによってデータを収集し，これらのデー
タを表面路温予測のソフトに入力することによって，立山町と茶屋町における最低路温（表
面）の予測を行なうことができ，これと天気予報を凍結予測モデルに利用することによって，
凍結予測が可能である。
　なお，最低路温（表面）予測と降雪量（降雪強度とみなす，将来的には降雪量を降雪強度
に換算する方法を求める予定）予測を，路面圧雪予測モデルに入力することによって圧雪の
判定が得られ，最低路温（表面）予測値，凍結予測，圧雪予測の結果を富山県降積雪情報の
クローズ情報に加えることによって，利用者へ伝達することができる。しかし，凍結や圧雪
が発生すると予測してクローズ情報で知らせた場合，道路管理者はそれらの防止のために薬
剤を散布することによって，凍結・圧雪が発生しないことが考えられる。
6．結　　び
　昭和63年度から雪と氷を中心に県道の富山立山公園線の立山町東中野新において，気象や
物理量の観測を3冬季に行ってデータを累積した。
　1時問積雪深差を降雪強度とみなして，富山県内における降雪強度の移動を調べると，北
東ないし東へ進んだ。
　圧雪については，降雪強度（1時間積雪深差の12時問合計）と最低路温（表面）との関係
図を，月～金曜日用と土・日・祝日用の2つに分けて作成した。
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ことができ，この研究の初期の目的を達成することができた。
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